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１．計画の策定（Plaｎ） 

 （1）組織の概要 

 

（１） 事業所名及び代表者氏名 

会社名 旧・有限会社 平成産業 

    新・有限会社 平成 

代表者氏名  代表取締役 佐藤浩 

   

（２） 所在地 

本社  旧・〒321-0901 栃木県宇都宮市平出町 3765 番地 13 

新・〒320-0046 栃木県宇都宮市西一の沢町 11 番地 35 

真岡工場 〒321-4367 栃木県真岡市鬼怒ヶ丘 1 丁目 15－5 

 

（３） 環境管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者  常務取締役 師 大樹 

連絡先担当    専務取締役 佐久間 美紀 

連絡先      電話番号 0285-81-1585 

         FAX 番号 0285-81-1587 

           E-mail   miki@heiseisangyo.jp 

（４） 事業の内容 

 産業廃棄物収集運搬業 

 産業廃棄物処分業（発泡スチロール限る） 

 発泡スチロールの再生加工 

 古紙・プラスチックリサイクル 

 

（５） 事業の規模 

創業   平成元年 1 月 17 日 

資本金  1,000 万円 

売上高  262,110 千円（令和 3 年度） 

従業員数 25 人 

敷地面積 4,620 ㎡ 

 

（６） 事業年度 

2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日 



 

（２）対象範囲 

 対象事業所：有限会社平成・真岡工場 

 事業活動 ：発泡スチロール製品の再生加工、産業廃棄物の収集運搬及び再生処理業 

古紙・プラスチックリサイクル業 

施設の状況 

所在地 栃木県真岡市鬼怒ケ丘 1 丁目１５－５ 

敷地面積 ４，６２０㎡ 

運搬車両の種類と 

台数 

パッカー車 6 台 

4 トントラック 6 台・２トントラック 1 台 

保管上限量 処理前 ３４６㎡ 処理後１９８㎡ 

産業廃棄物処理業 

収集運搬の許可の状況 

栃木県   産業廃棄物の収集・運搬     

0900048345 許可年月日：平成２９年６月２６日 

有効年月日：令和 9年５月３０日 

品目：廃プラ類・紙くず・木くず・繊維くず・

ゴムくず・金属くず・ガラスくず 

茨城県   産業廃棄物の収集・運搬      

0801048345 許可年月日：令和 3年 6月 14日 

有効年月日：令和 8年 2月２０日 

品目：廃プラ類 

埼玉県   産業廃棄物の収集・運搬      

1105048345 許可年月日：平成 30年 6月 14日 

有効年月日：令和 5年 9月 24日 

品目：廃プラ類 

産業廃棄物処理業 

中間処理の許可の状況 

栃木県    産業廃棄物の中間処理  

0920048345 許可年月日：平成 30年 9月 16日 

有効年月日：令和 5年 9月 15日 

品目：廃プラスチック類（発泡ｽﾁﾛｰﾙに限る） 

種類：破砕施設 

処理する廃棄物の種類：廃プラスチック類（発泡ｽﾁﾛｰﾙに限る） 

処理能力：3.216t/日(8 時間/日) 

処理方式：破砕・減容 



実施体制 

組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割と責任 

代表者 ・環境管理責任者を任命する。 

・環境方針を制定する。 

・推進に必要な要員、技術、資金等を準備する。 

・環境経営システムに必要な文書及び記録を承認する。 

・環境経営システムの全体の評価と見直しを行う。 

環境管理責任者 

 

・環境経営システムの取り組みの実行責任者として活動を推進 

する。 

・環境への負荷及び取組の自己チェックの実施リーダー 

・環境目標及び活動計画を策定し、社長の承認を得る。 

・環境目標及び活動計画の達成状況や実施状況の確認と評価を行い、

社長に報告する。 

・環境関連法規の取りまとめ、最新チェック及び遵守状況の確認をす

る。 

・外部からの苦情や要望を受け付ける窓口。 

・文書、記録を管理する。 

・代表者による全体の評価と見直しのための情報を報告する。 

部門責任者 ・部門ごとの活動計画を策定し、達成状況、実施状況を把握し、環境

管理責任者に報告する。 

・部門ごとの教育訓練の実施リーダー 

社員 ・活動計画の担当者として実行する。 

・システムで定めたルール、取り組み事項を自発的、積極的に実施す

る。 

 

最高責任者 

(代表取締役) 

環境管理責任者 

収集・運搬責任者 工場責任者 事務所責任者 

事務局兼資源管理 



 

運搬・処理工程図 

 ①発泡スチロールリサイクル配車 

  廃棄発泡スチロール 

  容器等排出企業 

             回収 

 

  廃棄発泡スチロール 持ち込み 

  容器等排出企業 

 

 

                          産業廃棄物 

②古紙、廃プラスチックリサイクル 

             配車 

  古紙等排出企業 

             回収 

 

            持ち込み 

古紙等排出企業 

 

 

 

 産業廃棄物 

保有機械装置 

 ①検量装置(台貫)  1 台 

 ②破砕機      2 台 

 ③減容機(溶融機)  3 台 

 ④圧縮機      1 台 

産業廃棄物処理実績(対象期間：2021年 4月１日～2022年 3月 31日) 

 受託した産業廃棄物の処理量 

 

  ・収集運搬量 ⇒497.98ｔ 

  ・中間処理量 ⇒545.80ｔ 

 

 

 

平成 

・検量 

・選別 

・破砕 

・減容（溶融） 

・検量⇒出荷 

取引先 

 

商社 

⇒需要者 

平成 

・選別 

・検量 

・圧縮 

・検量⇒出荷 

取引先 

 

商社 

⇒需要者 

中間処理業

者 

中間処理業

者 



 

（３）環境経営方針 

 

 

① 環境経営理念 

有限会社平成産業は未来ある子供たちに美しい社会環境を引き継ぐことを

目的として、産業廃棄物のリサイクル事業を通じて地球環境の維持に貢献す

るために全社員が 

日々研鑽を重ねることを社会に誓約する企業である。 

 

 

② 環境方針 

当社は経営理念に基づき全社員が地球環境の維持の重要性を認識して活動

し循環型社会の形成に貢献することを目指し、顧客のニーズへの地域社会と

の共存共栄、そのためには以下の重点項目を計画的に実施する。 

１．顧客、地域の要請に真摯に向き合い誠実な作業を行う。 

２．環境関連法令を遵守する。 

３．循環型社会を目指してリサイクル率の向上に取り組む。 

４．年度ごとに、経営の課題とチャンスを明確にし、短期、中長期活動目標を

設定し、活動計画を作成し全社員が連携して取り組み、継続的な改善を行

う。 

５．交通事故、労働災害のゼロ化を目指す。 

 

 

               平成３０年 1２月１３日 

               代表取締役 佐藤 浩 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）環境経営目標 

前提条件（事業目標） 

 2021 年（実績） 2022 年（目標） 2024 年（3 年後目標） 

売上高 262（百万円） 275（百万円） 

対 2021 年比 105％ 

302.5（百万円） 

対 2021 年比 115.5％ 

運搬車両数 13 台 13 台 

対 2021 年比 100％ 

13 台 

対 2021 年比 100％ 

１．環境経営目標 

  2021 年（目標） 

基準値 

2022 年（目標） 

基準値-1％ 

2023 年（目標） 

基準値-2％ 

CO2 排出 電力（KW） 328982 325693 322404 

軽油（L） 130507 129202 127897 

効率性 運搬効率(kg/L) 

今年度から一旦

見送り 

-- -- -- 

電力効率（ｋｇ

／ｋｗ） 

21.2 21.4 21.6 

リサイクル率 

(産出量/搬入量) 

99,4   99,4 99,4 

産 廃 物 排

出量削減 

産業廃棄物（ｋ

ｇ） 

68797 68109 67421 

 

水資源 上水使用量（㎥） 246 243 241 

ク リ ー ン

調達 

コピー用紙使用

量 （ｋｇ） 

（500 枚・2.1 ㎏ 

 換算） 

113 112 111 

 

 



（５）環境経営目標計画 

活動計画 

活動 重点項目 具体的活動内容 

電力消費量 機械稼働率向上 

電力当たり製品重量 

①停止時間防止対策 

②メンテナンス強化 

③昼休みの稼働継続 

軽油使用量削減 配車ルートの改善・集約 

搬入車両の燃費 

①車両別運行管理強化 

②回収ルートの見直し 

③回収頻度の見直し 

リサイクル率 発泡スチロール回収品の品質 ①発泡スチロール回収品の品質 

産業廃棄物削減 リサイクル意識の向上 

選別作業の強化 

①顧客への注意喚起 

②従業員の選別強化 

浄水使用量 漏水対策 ①月単位での使用量確認 

②漏水等の監視 

コピー用紙 再生紙の利用と総使用量の 

抑制 

①発注時の確認 

②無駄なコピー廃止 

③両面コピー推奨 

 

 

 

 

 

 

 



２．計画の実施（Do） 

（１）環境経営計画に基づき実施した取組 

環境経営目標の実績 

① 環境目標達成状況                        【2021年度】 

実施項目 目標 実績 担当 2021,4～2022,３月実績評価 

機械稼働率の向上

による使用電力の

削減 

328,982KW 

電 力 効 率

21.2kg/kw 

322,288ｋｗ 

 

20.7kg/ｋｗ 

菊池 ・点検表による管理 

・更なる作業工程・動線、人員配置の組み換え 

・停止時間の原因調査と対策は継続します。 

・社員の習熟度の向上。 

・トラブル時の対応、復旧作業の向上。 

運搬効率向上による 

軽油使用量の削減 

130,507L 

 

 

129,851L 

 

牛久 ・車両別データの集計改善 

・回収ルートを集約し効率化。 

・無駄な暖機運転を無くすよう徹底。 

リサイクル率 99.4 98 菊池 搬入量、在庫量の精度継続 

品質向上の為、選別強化 

産業廃棄物（単位：

ｋｇ） 

 

68,797ｋｇ 75,786ｋｇ 菊池 ・全従業員を通じて顧客への対応にあたる。 

・品目が多々あるので都度清掃・分別の徹底を継続 

 

より一層の上記の定着化を進める。 

 

浄水使用量の削減 

 

246 ㎥ 

 

211 ㎥ 

 

菊池 

 

・漏水の監視を実施。異常なし。 

・目標値に対して 14,2％削減 

 

 

コピー用紙の再生

紙 

化と削減 

113ｋｇ／年 103ｋｇ/年 佐久間 ・目標値に対して 7.7％削減 

・意識づけ継続 

・全体意識の向上。 

環境経営法規遵

守状況 

  佐久間 違反・訴訟の有無：無 

 

 



3．取組状況の確認及び評価 

（１）環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果と評価            【2021 年度】 

項目 目標 実績 達成率 評価 

電力使用量 328,982KW 4~3 月 

実績  322,288kw 

 

102％ 

予定比 

2%削減 

製品出荷量は前年比 7％増 

電力効率は若干減少した 

軽油使用料 130,507L 4~3 月 

実績   129,851L 

 

100,5％ 

予定比 

0,5%削減 

回収搬入量は前年比 3.2%

減 

ルートの見直し、集約。ア

イドリングの意識は継続 

CO2 排出量 485,407Kg-CO2 480,689Kg-CO2   101％ 1％削減 

電力効率 21.2ｋｇ／ｋｗ 4～３月 

実績  

 20.7 ㎏/kw 

97,6％ 

予定比 

2,4%減少 

溶融機での操作が安定しな

い時があり、今後も改善が

必要。効率意識は向上して

いる。 

リサイクル率 99,4％ 4～３月 

実績  98% 

 品質向上と受入、回収物の

指導。 

産廃排出量 68,797ｋｇ 4～３月 

実績  75,586 ㎏ 

 

90,2％ 

予定比 

9,8%増 

お客様への継続した対応。 

従業員の選別作業も定着し

てきている。 

上水使用量 246 ㎥ 4 月~3 月 

実績   211 ㎡ 

 

114.2％ 

14.2％削減 

節水意識向上。 

また、水漏れはなかった。 

再生コピー用紙

の利用と削減 

113 ㎏／年 4~3 月 

実績    103 ㎏ 

 

107.7％ 

予定比 

7.7％削減 

プリントする前の確認、ミ

スコピーの再利用など、社

員の意識が上がってきてい

る。 

環境経営法

規遵守状況 

  佐久間 違反・訴訟の有無：無 

評価：実績値が目標値の 10%以内までは、目標達成と評価する。 

  

 

 

 



火災避難訓練の実施状況 

 

日時        2021 年 9 月  21 日 

 

実施内容      避難訓練及び火災発生時の対応・消火器使用方法 

 

参加者       現場作業員、事務員 

 

実施場所      工場内、工場外 

 

緊急時対応訓練   避難ルート確認及び想定での消火活動、関係各所への連絡 

 

 

検証結果  対応策は有効であるので今後も継続していく。また、いつでも避難の際に通

路確保しておく為にも日頃からの工場の整理整頓も重要だと再認識した。 

 

 



事故及び緊急事態の想定結果及びその対応策 

日時    2021 年 9 月 21 日 

１ 想定結果 

     ・プレス機オイル漏れの対応について 

 

２ 予防処置 

     ・オイル目盛りの確認 

     ・油圧ホース・油圧シリンダー箇所の目視による確認 

 

３ 発生時の対応 

     ・慌てず弊社ルールに則って対応 

     ・関係各所への連絡 

     ・無理のない範囲での責任者によるオイル流出防止活動 

 

 

検証結果  対応策は有効であったが、想定していたより、オイル吸着マットが不足してい

た。不足分を準備して二段階での流出防止策を講じる事にする。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認 作成

師 佐久間

法規・条例・規制 要求事項 遵守状況

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ・収集運搬契約 ・契約書の作成 ○
①収集運搬：５年毎　　　 ○
栃木県：平成29年6月26日許可　
　　　　　有効期間：2022年5月30日 ○
茨木県：令和3年6月14日許可
　　　　　有効期間：2026年2月20日 ○

埼玉県：平成30年116月28日許可
　　　　　有効期間：2023年9月24日 ○
②処理：５年ごと　栃木県
  平成３１年９月１６日許可
  有効期限：2024年9月15日 ○

・産業廃棄物収集運搬及び処理実績報告 ・毎年 2021.6.30 ○
・運搬終了後にB2票を送付(10日以内) ○
・中間処理後C2・D票を送付(10日以内)
・処分受託者として：C1票 ○
・処分委託者として：A票、B2票、D票、E票

・運搬許可証・マニフェストの携行 ○
・廃棄物運搬車両の登録・表示 ・栃木県 ○

浄化槽法 ・浄化槽保守点検(１回/３か月) ・浄化槽保守点検記録票(2022.2.9実施) 2022.2.9 ○
・定期検査11条検査(１回・年) ・浄化槽法11条検査結果書 2021.8.18 ○
・水質検査７条検査(１回・年) ・水質検査計量証明書 2021.8.18 ○

電気事業法 ・電気工作物月次点検(毎月) ・電気工作物月次点検報告書 2022.3.1 ○
・自家用電気工作物定期点検(1回/年) ・自家用電気工作物定期点検試験成績書 2021.9.12 ○

消防法 ・消防設備機器点検(2回/年) ・消防設備機器点検結果報告書 2021.12.8 ○

・市町村火災予防条例指定可燃物該当なし

フロン排出抑制法 ・事務所エアコン、第一種特定製品に該当（１回/3か月） 簡易点検報告書 2022.1.2 ○
環境基本法 ・事業者責務 ・Ｈ6.8完全施行。国の環境基本計画 ○

循環型社会形成推進基本法 ・事業者責務
・Ｈ13完全施行。国の循環型社会形成推進
基本計画。

○

グリーン購入法 ・再生品、環境物品の購入 ○
環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に
配慮した事業活動の促進に関する法律

・事業者責務
○

作成日：令和4年3月25日

環境関連法規一覧表

内容

・産業廃棄物許可更新

・マニフェストの管理・期間内返却

・マニフェストの保管(5年間)

確認日：2022年3月26日

※環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局により違反等の指摘はありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　※最新版管理は、環境管理責任者が、栃木県産業廃棄物協会からのお知らせ、又は環境省のホームページでの確認。



４．全体の評価と見直し（Aｃｔ） 

（１）代表による全体の評価と見直し ・ 指示 

１．総括 

前年度設定した目標に対し、電力使用量、軽油使用料、CO２排出量、電力効率、リサ

イクル率、産廃排出量、上水使用料、コピー用紙使用料の目標は達成できました。 

しかし、目標達成の条件を目標値の 10%以内までとしていることから、産廃排出量の

9.8%増及び、リサイクル率の 1.4％減については、回収客先の分別の不徹底が大きな要

因となっており、更なる対策と注視が必要である。 

また、電力使用量は、目標値以内を達成したが、電力効率は、目標値を 2.4％下回り

ました。この点については、使用量に比例するべきはずがそうなっていないため、再度

分析し、目標の再設定をする必要があります。 

全体的には環境意識の向上が見受けられたので、このまま継続していきましょう。 

 

２．反省と課題 

上記で上がった、電力効率、リサイクル率、産廃排出量はしっかりと分析し、10%と

した目標達成許容範囲を半減の 5%にすべく、精度を上げた目標を設定していきたい。 

使用量など、「使用」することに関しては目標をクリアしている印象を受けますが、

効率など、「量」ではなく「率」についてはまだまだという印象です。 

その分まだまだ改善点が多々ありそうなことは良い傾向と考えます。 

３．見直し指示事項 

①回収エリアの微増を踏まえ目標の再設定をする。 

②電力効率、リサイクル率、産廃排出量の精度を上げて見直す。 

③環境経営方針、環境経営計画、実施体制については継続とする。 

 

項目 ２０２１年度 目標 ２０２１年度 実績 ２０２２年度 目標 

電力使用量 ３２８，９８２ｋｗ 322，288ｋｗ 319，066ｋｗ 

軽油使用料 １３０，５０７L 129，851Ｌ 128，553Ｌ 

電力効率 ２１，２kg／ｋｗ 20，7ｋｇ／ｋｗ 20，9ｋｇ／ｋｗ 

リサイクル率 ９９，４ 98 99 

産廃排出量 ６８，７９７Ｋｇ 75，586ｋｇ 74，831ｋｇ 

上水使用料 ２４６㎥ 211 ㎥ 209 ㎥ 

再生紙使用量 １１３Ｋｇ 103ｋｇ 102ｋｇ 

 



・次年度の環境経営計画（2022年度） 

項目 主な環境経営計画 

電力使用量 1.停止時間防止対策 

2.メンテナンスの継続 

3.昼休みの稼働 

軽油使用量 1.車両別運行管理強化 

2.回収ルートの見直し 

3.回収頻度の見直し 

電力効率 1.監視の実行 

2.社員の習熟度の向上 

3.生産性改善 

リサイクル率 1.発泡スチロール回収品の品質 

2.適切な処理・集計 

産廃排出量 1.顧客への注意喚起 

2.従業員の選別強化 

3.運行管理の徹底 

上水使用量 1.月単位での使用量確認 

2.漏水等の監視 

  
コピー用紙 1.発注時の確認 

2.無駄なコピー廃止 

3.両面コピー推奨 

  

 


